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民数記　1:1-16
　民数記は、その名前のとおり、イスラエルの人口を記録するところから始まっていて、ちょっと退屈に思われるかもしれない。でも、一通りの記録が終わったあたりからは、出エジプト記の続きになる様々な出来事も記録されており、40年の放浪につながる話も出てくる。それにしても１節には二年目の第二月となっているので、一年目の第三月にはシナイ山あたりに到着していたイスラエルが、11ヶ月過ぎてなおこの地に留まっていたことになる。律法の授与や幕屋建設だけでなく、金の子牛事件も大きく影響していたはずで、せっかくの約束の地になかなか到着できない事態となっていたのが分かる。あの地域、距離的にはそれほどでもないのだが、すったもんだのために時間がかかっているのだ。
 
 
民数記　1:17-25
　人口調査については、第二サムエル24章でダビデがそれを実施したために厳しく叱られているのだが（神の力に頼らず人の力を誇ろうとしたたため）、ここでは神ご自身からの命令による。それは神によってエジプトを脱出させていただいた民がどれほどの人数であるかを確認し、その偉大さを忘れないためでもあろう。ちなみに、ダビデの人口調査では倍以上に増えている。定住後の繁栄と見るか、その程度しか増えていないのは混乱のためと見るか。
 
 
民数記　1:26-46
　各部族は５万人前後が多いけれど、ユダは群を抜いて多い。後に、ユダ部族だけで一つの国を形成できたのは、この部族がもともと力があったからと言える（厳密にはシメオン・ベニヤミン・レビが加わるのだけれど）。北王国の主軸となるヨセフの系統（エフライム・マナセ）は二つ合わせてようやくユダに匹敵する。この二つは兄弟的でもあるから、ユダとの間には対抗意識が燃やされたのも納得だ。ダンが思ったよりも多い。あまり目立つ部族ではなかったはずであるが。
 
 
民数記　1:47-54
　レビ部族は別格扱いになっている。彼らは祭儀などに関わる役目が与えられており、民族全体の信仰生活を様々な面でバックアップする使命を託されていた。このため領地もまとまった形では与えられず、全土に散らばる町々が与えられたのみである。特権的扱いであると共に、物質的には他部族よりも抑えられたことになり、部族としての繁栄などは期待できない。レビ族の所領は神ご自身、というふうに告げられているが、そのような信仰・信頼が必要とされていた。この扱いの背景には、金の子牛事件の時、神の側について同胞に剣を振るったことが関わっている。
 
 
民数記　2:1-34
　旅するイスラエルに対して宿営の配置が指示されている。東西南北に３部族ずつのまとまりで配置され、外敵からの防御が意識されている。なお、このまとめ方は、その後の親近感とは必ずしもつながらないし、割り当て地の配置とも重ならないので、あくまでも旅の際の便宜という趣旨だろう。この配置で重要なのは、中心の会見の幕屋があり、それを取り巻く形で宿営が築かれていたことだ。神を中心として、神と共に歩んでいく姿が、ここには強く指し示されている。後のイスラエルは、エルサレムに神殿を設け、それを軸にして歩もうとした。だからこそ北王国は神殿からの脱却を意図して、結果、自らを滅ぼしてしまったのだ。
 
 
民数記　3:1-13
　レビ族は12部族の中でも特別な存在とされていた。それは、12-13節にあるように、すべての初子は神のもの、という基本原則があったからだ。とは言え、実際にイスラエル中の初子を一般的な暮らしから引っ張り出して、神のことに専念させるわけにはいかない（長子は家系の柱でもある）。それで、身代わりということで一つの部族を神のものとして特化するという処置になっている。「代わりに」という考え方は聖書に繰り返し登場する。なぜレビ族だったのかについては、アロンの一族であることと共に、金の子牛事件の時に同胞と対立してでも神の側についたことが理由である。あの事件ゆえに、レビは他部族との関わり合いが今ひとつであったのかもしれない。神はそんな人々に、ちゃんと道を開いてくださったのだ。
 
 
民数記　3:14-39
　レビ族は、幕屋に関する役割を担うことになっていた。とは言え、祭司ではないので、祭儀そのものに携わるわけではなくて、用具の管理とか運搬などを担当している。各部族ごとの分担も細かく記されている。後にはもっと幅広い役目を担ったようではあるが、祭司と比べると付属的なものと見えるのかもしれない。でも神は明確に、レビ族の役割を大事なもの、貴重なものとして語っており、その意義は高く評価されている。第一コリント12章にもあるように、すべての役割にはいずれも欠かせない意味があり、目立つかどうかが問題ではなく、このことは神の世界においてはとても重要な意味合いとなっている。それにしてもレビ族、たの部族に比べて人数的にはとても少ない。
 
 
民数記　3:40-51
　レビ族はイスラエル全体の初子の代わり、と定められていた。けれど、人数の少ないレビ族だったので代わりには足りず、その分については金銭で代わりにするようにとの命令である。細かい話のように思われるかもしれないが、物事を誠実に、ごまかさないでちゃんとする、ということは、神との関わりにおいて、あるいは人としてまっすぐに生きていこうとするならば、大事なことであるのだ。むろん、他の人のことについて重箱の隅をつつくようなことは無意味だが、大雑派にすることで自分に得になるような場面で襟を正していくことは欠かせない。
 
 
民数記　4:1-49
　事細かに、レビ族の役目が指示されている。後にダビデは、このあたりを安易に考えて、痛い思いをした。これらの規定の中でも、19-20節は重みがある。日頃から幕屋に関わる役目を持っていると、何となく慣れ親しんで、神への畏怖を忘れがちになる可能性は高い。でも規定ははっきりとしていて、祭司のみが関わるべきことと、レビ族が担うべきことが明確に区分けされている。現代は民主主義の時代であり、それは社会生活のあり方としては聖書の教えにふさわしい方式であるけれど、これを単なる好き勝手にしてしまう愚かさを人間は持っていることを心して、神への真摯な畏れを今の時代だからこそなおさら、よくよくかみしめるべきだろう。
 
 
民数記　5:1-4
　差別ではないか、というふうに受け止められる可能性の高い規定だとは思う。病気の人を蔑視するのか、というふうにも言われかねない。ただ、パン種のことを思い出したいのだが、儀式の際など、パン種を家の中から排除することは厳しく定められていたけれど、それが終われば人々はまたこれを用いてパンを焼いていたし、それは決して悪いことではなかった。もし、パン種が悪ならば、常に排除すべきであるわけだが、神はそのような意図では語られていなかった。この箇所も、それらの人々を否定したり、蔑視する意図ではなく、民のあり方を問うためのものであることを思う。実際、その他の律法は、これらの人々は決して完全に追放されてはいないことを前提として語られてもいる。もっとも、このような規定を受け止め損ねた社会が、これらの人々への間違った排斥や差別を行ってしまったことは事実であり、強く反省しなければならないのだが。
 
 
民数記　5:5-10
　この規定を読んで、現代の問題意識で考えるならば、神は被害者の救済についてちゃんと関心を持ってくださっているのだな、ということを思わせられる。罪を犯した人を罰することは、正義を語るには必ず取り上げられるのだが、しばしばその際に被害者が置き去りにされ、せいぜい、加害者への懲罰によって復讐心が満たさせることくらいしか考えられていない場合が少なくない。でも本来、罰することと被害者への救済はそれぞれに必要なことだ。ここでは被害分の弁済と共に1/5の増額、つまりは慰謝料のようなものが定められている。こういう意識は、現代社会にとっても必要なことだと思う。
 
 
民数記　5:11-31
　こういうやり方を読んで奇妙に思う人は多いだろうが、争いが生じて、しかも真実を確定するのが困難な場合に、どうにもならないからと放置するとしたら、結局その争いはどこまでも続き、関係者に深刻な傷を負わせることになる。聖書はまじないの類は認めていないので、これは、こういう手法でやれば判明するというような化学実験的な手段を提示しているのではなく、神が示してくださることに任せよ、という趣旨である。決着をつけさせなさい、という意味の意図がうかがい知れる。ただ留意したいのは、どうでも良いから決着、ではなくて、基本的には疑われている人に有利な扱いであることは心に留めたい。この手法で通常はここにあるような反応は起こらない。神の介入がなければ、その人は無罪と認められるのだ。そういう意味合いでの決着か意図されていることも含めて考えてほしい。
 
 
民数記　5:29-31
　この規定は、「ねたみ」つまりは疑心暗鬼のようなものから始まった場合の扱いだ。明確に悪事が露見している場合ではなく、あくまでも疑っているだけ、である。だから扱いも、被疑者に有利に、である。疑った夫は、これで何も指し示されなければちゃんと納得し、疑いを消し去らねばならないのだ。ちなみに現代なら、こんなふうに疑って間違いだったら、夫にもペナルティーをという意識も生じるだろうが、当時は妻は夫に依拠して暮らしていたのであり、夫を罰すると妻にも影響が及ぶ。決して夫を優遇しているわけではない。それに妻には子が宿る。これは当時の妻たちにとっては最良の祝福とされていた事柄であった。
 
 
民数記　6:1-21
　信仰の姿は通常の生活の中にあるのが基本だ。何もかも捨てて従う、という言葉を過度に意識すべきではない。神はこの世界を人の手に託されているのであり、そこで果たすべき役割は大きい。だからこそ、あえて特殊な立ち位置で神に仕えるように導かれた者は、このようなきちんとした手順を踏み、自他共にはっきりと意識しつつ、その業に取り組んでいくべきであった。皆がナジル人になるわけではないのだ。また、この取り組みには期間があるようで、終生という趣旨は見られない。つまりは、何らかの特別な目的があり、そのことに集中して取り組むためにこそ、こういう立場が設けられていたのだと言えそうだ。第一コリント7:5にはその類推が見られる。
 
 
民数記　6:22-27
　アロンの祝祷と呼ばれているが、礼拝などでも用いられる言葉の一つである。神の祝福には様々な内容があるし、私たちの願うことも多々あるのだが、ここではあれこれ言わず、一つのことに集中して願い求められている。それは、神が私たちを見ていてくださり、関心を持っていてくださり、決して見放さず、見落とさず、もちろん忘れたりもせず、そうやって常に見ていてくださること、それこそがすべての幸いの源であるとの確信である。具体的な事柄以上に、神の存在、共にいてくださることをこそ願う。神との関わりこそが鍵であるのだ。
 
 
民数記　7:1-11
　レビ族は幕屋の奉仕に任じられていたが、彼らが取り組むために必要なもの（道具なども）は、民全体が用意して提供することになっていた。自分らの使命なのだから自分たちで何とかしろ、とはなっていない。もちろんそれは働きのために必要だからで、それゆえ、荷車を必要としないケハテ族には提供されていない。これらはレビ族自身のためのものではないからだ。彼らの生活のために必要なものについては、別途、ちゃんと考慮されている。レビ族自身もまた、自分たちが受け取るものと、働きのために受け取るものとを区別して扱う必要があるのだ。
 
 
民数記　7:12-89
　十二部族が順番に捧げ物をしている記録である。各部族とも捧げたものの分量は同じだ。部族によって人数、財政状況には差があったけれど、捧げ物は同じであるというのは考えさせられる。イスラエルを構成する一員という決意が込められているか。むろん、規模が小さい部族でも負担になるほどではないようだが。それにしても、全く同じ記録が延々と続いている。部族間の等しさを示すためではあるけれど、現代とは違って紙も高価だったはずで、でも節約なんてしないというあたりが、神に関わることについての意識の高さを思わせられる。なお、紙と言っても今のようなものは存在せず、より手間暇のかかるパピルスであるが。
 
 
民数記　8:1-26
　レビ人の任命に関する記録だ。レビとは本来、ヤコブの12人の息子の一人、レビの子孫となる一部族のことであるが、神が彼らを選び出して特別な役割を与えたことによって、レビ人、という呼び方が出てくる。他の部族ではそのような言い方はない（ユダ人とか）。しかし、単にレビ族に生まれたからこの役割を果たすのだということではなくて、きちんと神の前での任命がなされていることは注目に値する。いかなる場合でも、人はやはり、神によってこそ召し出されて、その役割を果たす。たとえそれが先祖代々のものであったとしても、である。これは何もレビのような祭儀的勤めに限らず、様々な職種・業種全体においてもそういう意識がほしいものだ。
 
 
民数記　9:1-14
　過越はイスラエルにとって、神の民であることを確認する重要な祭りである。だが、支障があって参加できなかった人々がいた。これをまあ仕方がないね、また来年、とあきらめるのではなく、どうすればいいかと真剣に尋ねてきたところに、この時のイスラエルの誠実さが見える。そして、規定に合致しなかったのだからあきらめろ、ではなくて、翌月改めて、と指示されたことからは、物事の事情を考慮した柔軟な対応ということが神の御心にかなうことなのだという点を教えられる。規定外のものは閉め出すのではなくて、何とかして過越の幸いに預からせようというのが、神の心であるのだ。
 
 
民数記　9:15-23
　幕屋をおおう雲や火は、神がイスラエルの真ん中にいてくださることの印だった。そして人々は、神の指示に従って旅を続けた。その宿営地での滞在が一晩だったとしても、一年だったとしてもそれに従ったと書いてある。神がこの旅の主導者であることを認めていたからこそ、である。それはエジプトを出てから、まだ自分たちの居場所を持ち合わせていない民の心細さによるものでもあっただろう。しかし神はその後も繰り返し、ご自身こそがどれほど豊かな土地よりもはるかに確かな礎であると語り続けておられる。新約では、良い羊飼い・ぶどうの木・あるいは家の土台というような言葉で、同じ呼びかけ、約束が語られている。
 
 
民数記　10:1-10
　民を指導するためのラッパが用意されている。民はその指示に従って行動することが求められている。だが、それだけではない。9節にあるように、民の安全を守るためにもこのラッパは用いられている。神はイスラエルに従えと命じられるが、それは同時に、この民族について全責任を負うという意思表示、覚悟が示されているものでもあるのだ。神との関わりをうっとうしいと考えて自由を要求する人は少なくないが、それが自分にとってどれほど危険なことであるのかを、私たちはあまりにも知らなすぎるのではないか。神の思いが私たちの幸いを切に目指すものであることを、よく心しておきたい。
 
 
民数記　10:11-28
　いよいよイスラエルはシナイ山から出発する。出エジプト19章からすると、ほぼ1年もここに滞在していたことになる。その間に十戒などの律法が与えられ、幕屋が造られ、民の統制が図られ、一方で金の子牛事件があり、混乱もあり、ようやくのことで再び歩き出すことができるようになったのである。神にとってこの一年は予定通りであったのか、それとも民の状態によって延びたものなのかはわからない。でも、結果的にはそれが必要な時であったことは間違いない。人の思いは早かったり遅かったりするが、神は確かに私たちに最善の、必要な時というものをご存じで、そして導いてくださるのだと信頼したい。
 
 
民数記　10:29-32
　モーセのしゅうとの名は、出エジプト記ではレウエルともイテロとも記されている。この箇所からすると、ホバブはイテロの息子だから、モーセの妻チッポラの兄弟となる。イテロはすでに高齢だったので共に旅をしては来なかったが、道案内のためにホバブがついてきていたのだろう。で、彼も帰ると言ったのに対して、ぜひイスラエルと共に歩んでほしいと願ったのだ。もちろん彼はイスラエル人ではない。でも、ケニ人と呼ばれるようになるその子孫は、イスラエルと共に歩み、その一部として歩むようになる。血のつながりの問題ではなく、神の祝福はもっと広く取り扱われていたことがわかる。後にキリストの福音は、ユダヤ人だけでなくすべての民族に、であることが高らかに示されていった。ユダヤ人クリスチャンがそれを悟るのには少し時間がかかったのだが。
 
 
民数記　10:33-36
　繰り返し語られる定型の言葉というのは、マンネリ化の危険性はあるけれど、それはそれで有意義なものだ。人はそこで初心に立ち返り、自分たちの取り組みがどのような意味を持っているのか、神に何を期待し、何を確信しているのかを確かめ直すことができる。ここにある言葉は、何かを始める時、そして終える時（休息も含めて）、常に神が先に立って導いてくださることを、広く世間に、そして自らにはっきりと語り示すものだ。同じ言葉ではなくてもいいのだが、日々の暮らしの中でもそんな祈りがなされていったら何よりである。
 
 
民数記　11:1-9
　1節の不平がどんな理由からなのかは分からないが、並べて出てくるのは食材のこと。民の栄養源として確保されていたマナに飽き飽きしたと言っている。「混じってきていた者」というのは同行していた他民族の人だろうが、イスラエル人も同様であるから、これを混ざると危険、みたいに受け止める必要はない。食べ物の恨みは怖い、という言い方は日本にもあるけれど、こんな重大な旅の中でもなお、人の思いはほんのちょっとしたことで惑い、暴発するのだなと思わせられる。些細なことと思わずに、様々なひっかかりにちゃんと向き合い、神への誠実さをもって対処すべきだ。小さいことに忠実な者は、とイエスも言われていた。むろんこれは神ご自身あるいはモーセの責任ではなくて、各自がそういう味への欲求をちゃんと対処しておくことが鍵なのだが。
 
 
民数記　11:10-15
　民が泣いているのは、うまいものが食えないという嘆きである。モーセがうめいたのも無理はない。これほどまでに苦労させられるとは、と、音を上げかけている。あの金の子牛事件では、自らの全てを投げ出すことまで申し出たほどに民を思いやってきたのに、彼は心労にバラバラにさせられる思いであったのだ。報われない苦労というものほど、つらいものはあるまい。でも、彼にはこうやって訴え、うめき、吐き出すことのできる相手、神がおられることが救いだ。そう、もしこれが神の業ではなく、人の、自分の業に過ぎなかったら、どうなってしまうのか。そう、人のなすことは皆、神の業として存在することを決して見失ってはならないのだ。
 
 
民数記　11:16-25
　人々の欲求には、神が肉を与えるという約束が語られている。モーセの訴えに対しては、70人の長老たちが彼を手助けするとの支えが与えられている。一人で負わなくても良いという言葉は、彼にとって大きな励ましになったはずだ。人は一人ではなく、共に神の前を歩む者たちがあってこそ、である。パウロの書簡にも多くの仲間たちの名前が書き連ねられていた。25節にある預言する姿は、彼らがモーセと共に労する役割を担ったことを目に見える形で示すものだ。新約でも初期には同様の意味合いで、「精霊が下る」というふうに表現されている現象が見られる。
 
 
民数記　11:26-30
　この二人がなぜ宿営に残ったのかは不明だ。意図的に招集に応じなかったのかもしれないが、それでも神の霊が下っている。ヨシュアらはその様子に不満げであるが、モーセはむしろ歓迎している。つまり、本人の志が低かろうが何だろうが、その人が神によって取り扱われてすばらしい業に参加するようになるのだったら、それは何より、であるのだ。イエスも、弟子の仲間として登録されていない人々のよき業を歓迎している。
 
 
民数記　11:31-35
　人々の欲求は、その通りに満たされたのだけれど、でも、被害が広がった。この様子からすると、肉を食べて満足している民に神が何らかの罰を下したのではなくて、肉そのものが原因となっての疫病ではないかと思われる。通常、こんなに大量のうずらが落ちてくる時には、何らかの病気を警戒して回避するものだけれど、この時の民はただ欲におぼれていたのだ。神はある意味では民の要求通りになさったけれど、同時にそれは民への厳しい戒めでもあったのだ。間違った欲求は、その通りに実現するからと言って、それが良いことかどうかは危うい。
 
 
民数記　12:1-16
　ミリアムの不満は、モーセがクシュ人の妻を迎えたことそのものではなく、モーセの持つ権威を自分も手にしたいということのようだ。11章にあるように、それがどれほど重たい責任であるかを、近くにいたミリアムは見ていたはずなのに。モーセとしてはあまりにもつらい態度であろう。神は明確に、モーセの地位を認めておられる。ただしそれは、単なる特権ではなく、重たい責任を伴う権限であることを、誰よりもモーセ自身が承知していたであろうが。彼の苦労は絶えない。
 
 
民数記　12:11-15
　旧約は罪を犯した者に対して厳しい、というふうに言われるが、このような箇所を見ると、その温情はとても厚いということを思わせられる。アロンは自分たちの罪だと明確に認めているのに、その罰を負わせないでと願っている。厚顔と批判されそうな姿だが、でもモーセはそれを受け入れているし、アロンの訴えそのものを聖書は批判してはいない。そして、ミリアムに対しても、すぐさまではないけれど、ちゃんと癒やしが与えられている。さらに、これは彼女の責任なのだから、後から追いかけてこいと言って道を急いでもおかしくはないのに、民全体は回復するまで待ってくれている。罪は罪であり、罰も必要だ。それでもなお、聖書の視線はとても優しい。
 
 
民数記　13:1-16
　偵察隊など送らずに、そのまま進んでいったら良かったのか、と思いたくなるくらい、この後の事態はひどいものになる。でも、おそらく彼らにしても、送り出した側にしても、期待を込めて出発したに違いないのだ。残念だが、人の意欲や熱意はあっけなく崩れ去る。この12人は各部族のトップではなく、次世代の有望な者たちであったのだろう。進展性が期待できる若者たちであったはずなのだが。この偵察隊がうまくいく鍵はただ一つ、後にカレブたちが言ったように、神の守りと導きを信頼することだけしかない。
 
 
民数記　13:17-24
　モーセの言葉と、彼らが現地を見て回っている様子からすれば、偵察隊の意図は、神が約束してくださった地がどれほど良いものであるかを確認し、神の導きの素晴らしさを喜びつつ、期待に胸膨らませて進んでいくためのものだったと考えられる。そして、実際に彼らが見たものは、本当にすばらしい土地であったようだ。まあ、日本のような温暖湿潤の地とは比べられないとしても、あの地域の中で、そこは豊かに作物が実るすばらしい場所であったのだ。神がどれほど良いものを備えてくださるのかを見ていくことは、信仰を励ますには良い刺激ではある。
 
 
民数記　13:25-29
　どんなに良いものを見せられても、もし、その人の目が困難にばかり向けられてしまえば、全ては闇に閉ざされてしまう。むろん、厳しさや課題を無視するのは良くない。現実の過酷さも知り、覚悟することは必要だ。甘い言葉だけではむしろ偽りだろう。でも、ここで最も大切な点、つまり神が自分たちと共にいて下さり、道を開いて下さり、現にここまで導いてくださっているという点を見ていないのだとしたら、そこには本当の意味で客観的な分析・評価などは存在し得ない。彼らの言葉はあまりにも愚かである。
 
 
民数記　13:30-33
　カレブとヨシュアは、仲間たちの言葉に唖然としたことだろう。せっかく良いものを見せていただいたのに、同僚はみんなで否定的なことばかりを語る。「必ずそれができる」という言葉が語られ得るのは、もちろんそこに神がおられるからこそである。でもその言葉を、多数の仲間たちが潰していく。多勢に無勢とはよく言ったもので、それを突破するのは容易ではない。神を信頼する者の言葉が押し込められていくことはしばしばある。でも黙ることはできないというのが、聖書が語る神の道のあり方だ。
 
 
民数記　14:1-10
　カレブたちが必死に叫んでいる。事態が切迫していることを彼らは気づいていたのだろう。今ここでこの愚かな話に民が乗ってしまったら、神の祝福は断たれてしまうと感じ取っていたのかもしれない。モーセたですら圧倒されている民の激しさに、彼らは果敢に挑戦しようとしている。それは何よりも民のことを思い、案ずるがゆえのものだ。でも民は、そんな二人のことをも殺そうとしている。人が悪い方向に進んでいく時には、全ての事態を壊してしまうほどのものになることを痛感する。事の大小は様々でも、人は自らを破滅させるような歩みを繰り返しているのだ。その危機感が必要だと、カレブたちの姿は教えてくれている。
 
 
民数記　14:10-19
　カレブたちが襲われそうになった時、神の介入があった。人間風に言えば堪忍袋の緒が切れた、ようなものである。そして再び、イスラエルの民は滅ぼす、やり直しだ、と告げられている。エジプトの奴隷生活から救い出し、約束の地まで連れてきてくれた神を拒むのだから、その先にあるのは滅亡しかないのが道理であって、神の宣告はおかしなものではない。でも、だからこそなおさらモーセは必死でとりなす。そしてまた、神の評判が悪くなるという理由と、神の約束を土台として、嘆願している。人は自らの罪の深刻さに震撼すべきであり、そしてまた、もうだめだと思える時でもなお、神に対してだけは赦しを請うて祈り続けるべきでもある。
 
 
民数記　14:20-38
　モーセの取りなしに応えて、神はこの民をすぐさま滅ぼすことはしないと認めてくださった。でも、このまま放置することはできないということで、怖いから約束の地には入りたくないと言った人々の、その言葉・願いの通りにしようという決定が下された。この時大人だった人々は、荒野を旅する間に死ぬのだ。そのために40年の旅が続けられることになった。これはとても厳しい。だが、神の温情も深い。当時は一族や子孫の繁栄ということへの思いが今よりも強かった。自分がだめでも子どもが成し遂げられるなら、それは十分に意義ある祝福だった。そして、40年後、彼らの子どもたちはちゃんと到達できる。神の決定は戒めであると共に、確かな約束の言葉でもあり、それはまさに恵み深いものだった。
 
 
民数記　14:39-45
　短慮な人々は、神に叱られたので、それなら当初の計画通りに進軍しようと言い出す。でも神の決定はすでに下されていた。攻め上る人々の姿は、神に背く行為の上塗りでしかなかった。モーセも神の箱も動かなかった。神は進んでいく人々と共にはいなかったのだ。であれば、結果は明らかだった。それに気づかずにいるイスラエルの民は、あまりにも愚かしく、そして悲しい。人は様々な過ちを犯す。失敗も、醜い罪の性質からも。だがせめて、神の心を慕い求めることだけは見失いたくない。この民は、精一杯生きていたかもしれないが、神の民と呼ばれつつも、神の心を尋ね求める姿を欠いていた。最も必要なことであるのに。
 
 
民数記　15:1-16
　40年という長い年月が言い渡されたのだが、この15章は1節にあるように、約束の地に入った時には、という前提で語られている。民は神に背き、神は激怒された。それでも、すでに赦しは宣言されて、そのことは終わったのだ。神は再び、この民を約束の地に連れて行くと約束されたのだから、神の命令もまた、到達を前提としたものになる。人は赦すと言ってもしこりが残る場合が多いけれど、神の宣言は、厳しさも、そして恩寵も、語られた約束そのものが確かなのだ。そして、再び目的地を目指すからこそ、こうして事細かな教えもなされていく。神の指し示される事柄を面倒とかうるさいと思うのだとしたら、それは神の約束が確かであることの表れと思った方がいい。
 
 
民数記　15:14-16
　神の定めは在留異国人に対しても適用されるものとして告げられている。当然に、彼らもまた、神の祝福を受けることができるのであるが、このようにしてイスラエル民族に限定されていない扱いが、聖書には繰り返し語られている。むろんそこには、主なる神への信仰に同感して、だからこそ共に生きようとしているという前提があるけれど、民族とか血統、そういう類のものは、旧約時代からもともと関係がないのだとされていることに注目したい。後のユダヤ人はそのことにこだわりすぎてしまったし、今でも人はそういう偏狭さの傾向がある。神の幸いは無限にあるのだから、限定する必要などない。本人が拒まない限りは。
 
 
民数記　15:17-21
　畑の作物について、初物を手にしたら神に感謝のささげものをせよ、という定めが与えられている。神ご自身は作物を必要としているわけではないが、この姿勢は重要である。もちろん収穫には自らの労力も関わっているだろうが、そこに神の守りがなければ何も始まらない。そのことを忘れて、自分たちで何とかなると思い込んでしまうことが、世界の崩壊をもたらすのだから。ルカ12章の金持ちも、豊作を神に感謝しつつ喜んでいたら、全く違う結末を得たであろうが。
 
 
民数記　15:22-31
　神の定めは、それぞれに必要性と意味があって命じられているものだから、それに従う必要があって、知らなかったのでとか、悪意はなかったということでは済まないのが原則だ。現代でも一方通行を違反したら、知らなかった、気づかなかったでは済まないように。でも、意図したのでない場合は、ちゃんと神の前に謝罪するならば赦されると規定されている。ささげものは、本気の謝罪であることを示すものだ。時代と規定は違っても、何かしてはいけないことをしてしまったのならば、知らなかったとか弁解とかではなく、何よりも誠意を持って謝罪することこそが、神の前に生きる姿にはふさわしい。そしてだからこそ、悪意をもってなしたことが、神に真っ向から逆らうものとして厳しく扱われるのだと規定されているのも合点できるだろう。
 
 
民数記　15:32-36
　この箇所が指し示そうとしているのは、厳しく対応せよ、ということではない。民がこの違反者を見つけた時に、どう対処すべきかについて、自分たちで勝手に判断しないで、神の御心がわかるまで待っていた、という点にある。後にイスラエルは、それぞれが銘々、自分が良いと思うことをするようになってしまったと士師記に出てくるが、ここにある姿勢との強い対比を思わせられる。神の民にとって必要なのは、何をどうするか以前にまず、神の御心を尋ね求めているかどうか、にある。むろんその結果、何が良いことで完全であるか、も知り得るのだが。
 
 
民数記　15:37-41
　神は私たち人間が忘れやすく、ちゃんと意識し続けられないことをご存じで、だからこうして具体的な手がかりを利用して思い出し、確かめ直し、とするように教えてくれている。旧約にある様々な祭りも同様で、それらが刺激となって人々に神の御業を思い出させたのだ。ちゃんと覚えているから大丈夫、とか、形などには頼らない、などと言わず、神が指し示してくれているように、信仰に関わる事柄を思い起こさせてくれる手がかりを利用するのが良い。ただし、この房も後には間違った使い方をされたように、手がかりは手がかりに過ぎないことも忘れてはならないのだ。
 
 
民数記　16:1-11
　今回の首謀者コラはレビ族である。モーセとは同族、そして神から特別な役割を与えられていた部族である。だが彼らは祭司の地位をも要求した。同じ部族なのにアロンの一家と区別されることに反発したわけだ。人間社会として考えるなら、なるほど、平等の機会が提供されるのはふさわしい。だが祭司はあくまでも神による任命であり、しかも、アロンを評価したゆえに与えられた立場ではない。コラの態度は、つまるところ、神の主権とお考えを否定し、我々の望むようにさせろ、と要求するものである。それゆえ、後で出てくるように、この件は厳しく扱われることになる。
 
 
民数記　16:4-7
　それにしても、である。コラたちは身近にいながら、アロンたちがどれほど重たい責任を背負っていたのかを知らなすぎる。モーセとアロンは繰り返し民のしでかす混乱に苦闘し続けてきたし、アロンは我が子が不始末のゆえに死に至った時に、「嘆いてはいけない」と神から命じられた。何も見ずに、ただ表面的に考えて、私にもその立場を、と願う。そういうことの結果、あっけなく倒れていった総理大臣たちを見ている日本の人々は、コラたちの態度がどれほど愚行であるかに気づくことだろう。
 
 
民数記　16:12-19
　ダタンたちはレビ族ではないので状況も理解できていないのだろうと、モーセは彼らを切り離して説得しようと試みたようだ。でも彼らはモーセが民を裏切っている（約束の地に着いていない）と責めている。愚かなことで、そういう事態を招いたのは民自身であり、モーセが必死にとりなしたおかげで保たれているのに。このあたりはおそらく世代がすでに変わってしまっているのだが、大切なことを継承しなかった民は自滅への道を歩み進んでしまう。それは士師記に色濃く記されている。
 
 
民数記　16:20-35
　反逆する者たちに、神の刑罰が下っている。幸いにもこの時、民全体は彼らに同調しなかった。あやうく乗せられかけたようには見えるが、神の威光が示された時、民は彼らから離れることを選択した。彼ら自身は、自らの行動について責任を担わねばならない。むろん悔い改めて神に赦しを請えば別だが、彼らは赦してくださる神の主権をも拒んでしまっていたのだから。そう、赦しもまた何の見返りも差し出せない者たちに、神の一方的決断によって与えられる、まさに神の主権があってこその行為だ。
 
 
民数記　16:32-33
　滅んだのはコラだけでなく、その一家全体である。これを厳しいと感ずるのは現代の家族感覚が前提になっているからだ。古代イスラエルでは一家は常に一蓮托生。そういうつもりで本人たちが生きていたし、幸いでも災いでも、家族と別に自分個人としてどうこう、ということは考えられなかった。これは連帯責任の話でもない。あえて今の社会に当てはめるなら、右手が盗みをした時に、左手が「私がしたのではないから、私まで刑務所に入れられるのはおかしい」と文句を言うようなものだろうか。ただし、26:11には「コラの子たちは死ななかった」と記録されている。おそらくそれはコラの子たちの中にも、父に同調せずに別の道を進んだ人々がいたということだろう。彼らは共に滅びはせず、その後、レビ人の中で大事な職責を果たしていくことになる。
 
 
民数記　16:36-40
　記念というのは何かを覚えているため、過去の出来事から学ぶためのものだ。良いことについても言えるけれど、しばしば人は悪いことのほうを忘れがちで、だから思い出したくないかもしれないけれど、でも、しっかりと刻みつけて、ちゃんと思い出せるようにしておく。それがここから先を、以前よりはましな歩みをしていくための、かなり重要な手段である。神は人をご存じだから、ちゃんと思い出させていこうとする。あの過ちを思い出せ。詩篇などにもそういう歌が含まれている。
 
民数記　16:41-50
　逆恨みという言葉があるが、コラたちが死んだのは自らの罪のゆえであって、どう考えてもモーセたちの責任ではない。もしあり得るとすれば、神に対する反発であろう。それなのに民は、「主の民」を殺したと言って神を引き合いに出しながら反発する。神は疑問を禁じているわけではない。御心がわかりません、という意味での反発もあるだろう。でも、我が身の招いた事態であることも棚上げにして、ただ好き勝手に暴言を吐くことは話が違う。あまりもひどさに神の罰が即座に下っている。私たちも自戒すべきことだと思う。こんな時にもなお、モーセが必死で民のためにとりなしている様子を見るべきだ。彼らこそ、心の底から民を思い続けた人々である。
 
 
民数記　17:1-11
　悟ろうとしない民のために、神はご自分の意志を明示してくださっている。こんなことまでしなくても、本来はモーセを通して与えられた神の言葉に聞くべきなのに（モーセに仲介役を頼んだのは民自身だ）。それでも神は、人々のために手を尽くしてくださっている。祭司職はアロンの家系に、ということが、疑う余地のないほどに、強く指し示されている。神は忍耐強いし温情も大きいが、だとしたらなおさら、私たちはせっかく示されたものをちゃんと受け止めるべきなのだ。
 
 
民数記　17:12-18:7
　さすがに民も震え上がったようだ。神の強い意志も知って、コラ事件の激しさもあり、神と関わることを恐れるようになってしまっている。この姿勢自体はあまり良くない。そうやって距離を置けば、結局神との結びつきを見失ってしまう。厳しさも含めて近づくべきなのに。でも神は、おののく民のために、アロンの家系がその恐れの部分、神と関わる緊張感を民のために担うようにと命じられる。祭司は特権階級ではなくて、民のために危険（？）を背負う役割なのだ。その重さこそ、まさに震え上がる部類のものなのだが。
 
 
民数記　18:8-19
　神に捧げられたものが祭司に与えられている。見方によっては、神に準ずるもののように扱われているとも言えそうだが、すでに述べられているように、その前提には祭司が担う重荷の厳しさというものがある。それに、心ある祭司たちはこのことを報酬としてではなく、むしろ神の前に立たされている者、神に関わるように召されている者としての強い緊張感をもって受け止めていたのではないか。それらを受け取るたびに彼らは、自分の職責の重さを思い知るのだ。
 
 
民数記　18:20-24
　祭司には、やがて約束の地に到着した時にも、いわゆる相続地は与えられない。それは民のために労する者としての現実的な意味合いもあるが、同時に、安心できる拠点、相続地ではなくて、神ご自身にこそ頼り、支えられ、必要を満たされて歩み続ける、そういう暮らし方をもっと、神にこそ信頼する姿を見出していく意図もある。相続地を持つこと、安定した収入源を持つことが悪いのではない。それは間違いなく神からの祝福だ。でも、そうではない生き方について、確かに神は教えておられる。このことを現代に当てはめてみると、まさに稼いでいく仕事はそれとして大いにすばらしいし、自らの才覚で収入を増やすことも人の基本であるのだが、同時に、自らの取り組みによっては経済的利益を生み出していくことにはならない種類の仕事に携わりつつ、どこかの誰かが決めている給与で暮らしていく（つまりは一杯働いても、自らの才覚を発揮しても収入は変わらないということだが）というあり方もまた、神の視点の中に明らかに存在していることを考えさせられる。
 
 
民数記　18:21-24
　祭司に関するかなり重たい職責が語られてきたうえで、ここではレビ人の存在についても言及されている。レビ人は祭司とは違う。だが、彼らの存在は祭司にとって、自分たちの果たすべき責務を共に負ってくれる仲間として、大いに心強いものであったに違いない。とりわけこの時代には祭司はまだほんの数名であり、とうてい自分たちだけで担えるものではない。共に労してくれる者、必ずしも同じ職務ではなくても、同じ意義のために労する仲間の存在は貴重であり、また、ぜひとも願い求めたい部類のものだ。
 
 
民数記　18:25-32
　民は自らの収穫の1/10を捧げ、祭司もまた自らに与えられたものの1/10を捧げる。同じように神の前に立つものであるということである。と同時に、祭司にとってそれらの収入は、民が畑を耕して得ている収入と同じ感覚で自らのために用いて良い、ということにもつながる。祭司は様々なところで特別扱いされているけれど、同時に彼らもまたイスラエル人の一人であることには変わりはないのだ。この両方の意識を持ち合わせていないと、祭司としての意味を見失ってしまうだろう。
 
 
民数記　19:1-10
　この定めは奇妙に思う人もあるだろう。祭司が神に命じられたとおりのことをして、それでいながら「汚れる」のである。最初に雌牛の処置をした祭司も、後始末を担当した者も、である。確かに罪による汚れもある。だが、少なくとも本人の罪ではない場合、時には良き目的のためであっても、それでも「汚れた」とされる場合もあるのだ。思い起こすのは、キリストが十字架についた時、父なる神が顔を背けられたことだ。まさに救いの業を行っている最中の御子が、である。重大な役目を果たし、真のきよめをもたらすために、汚れと言われる状況に甘んじることを使命とする人々があるのだ。神に従い人々のために尽くすがゆえに苦難に遭い、時には殉教する人々もある。その状況ゆえに回りの人々は、あるいは本人も、自らの問題のゆえかと落胆する場合がありそうだ。そういう自省も必要だが、でも、必ずしもそうではない場合もあることを、心しておいた方が良い。
 
 
民数記　19:11-13
　多くの文化の中で死が忌み嫌われるのは、誰にも抵抗できない相手として恐れられているからだろう。避けるため、逃げるための忌避である。だが、聖書の語るところは少々違う。確かに死は罪の結果であり、重大なことであるけれど、死そのものが力を持っているわけではなく、神の支配されることの一つにすぎない。死を恐れるかどうかよりも、神との関係を考えるほうがはるかに重要なのだ。だから、こういう規定で「汚れ」と言われているのも、それに触れると破滅するということではなく、神が教え示されることの重大性を思い知るための機会として考えた方が良い。こういう意味で「汚れた」人を周囲の者たちが本質的に蔑視するなら、それはあまりに愚かだ。
 
 
民数記　19:14-19
　身のきよい人が、汚れてしまった人のために手を貸すようにと定められている点に注目。不用意にふれてしまったのであれば、本人の責任ではある。だが、ちゃんと手助けしてあげるようにとの指示なのだ。様々な問題、課題が生ずることはある。それぞれに当事者自身が真剣に取り組まねばならないのはもちろんだ。でも聖書はそこに、共に関わり、助けの手を差しのべていくべき人々の存在を常に意識している。そういう助けがあることを前提としての神の命令、定めであることを心しておきたいと思う。そのような人々がいなければ、この世界に蔓延する問題を、どうやって人は乗り越えていけるだろうか。
 
 
民数記　19:20-22
　すでに述べたように、汚れそのものが強大な力を持っているわけではない。実際、たかが水をかけた程度で、また夕方までというような短い時間で、そのことは解決する。罪の解決に神の御子の犠牲が必要であったのとは全く違う。問われているのは、この規定が神からの指示であるということだ。たいしたことはないと放置するのは、神ご自身を粗略に扱うことと同じだ。それゆえにこそ「集会から断ち切られる」、つまりイスラエルの民から除外されるという厳しい宣告も付されている。間違ってもこれは、汚れた人を除外しないと周りにも汚れが移る、というような防御策ではない。
 
 
民数記　20:1-13
　モーセの最大の失敗と言える事件だ。この結果、彼は約束の地に入れなくなってしまった。40年も必死に尽くしてきたのに、彼は自らそこを見ることができなくなった。むろん、一番の目的は民がカナンに定住できることであり、モーセ自身は入ったとしてもすぐに寿命を迎えるのは目に見えている。実質よりも、気持ちの上でのことではある。でも、そのつらさは彼が後に何度も願っていたことからも伺える（申命3:26）。でも神は認めてくださらなかった。それほどの重いことだったのだ。ただ一つ、彼に同情的に言えば、これは姉のミリアムを亡くしたばかりの時。ナイル川に流された時からずっと共に歩んでくれた姉である。モーセは意気消沈しており、それがこの過ちを誘発したのだと考えられる。心が弱っている時は、よくよく警戒する必要があると痛感させられる。
 
 
民数記　20:10-12
　何が問題であったのか。神を「聖なる者としなかった」からだと12節に記されている。つまり10節にあるモーセたちの言葉が、まるで主役は自分たちであるかのような言い方であった点が問われている。むろん、モーセ自身の力で水が出るわけでないことは、誰でもすぐにわかることだ。けれど、迷いやすい人々は、このように言われることによって、神ご自身ではなくモーセを恐れ、モーセに従うようになることがある。人はすぐに神を他のものと置き換えることをする（偶像礼拝のように）。そのことに神は強い危機感を示してこられていたに、今、モーセ自身が人々の間違いを誘発するような、助長するような言動を取る。人をつまずかせてはいけないというイエスの教えを考えると、モーセの行動が厳しく処断されているのも納得できるはずだ。そしてまた、いつの時代にも神ではなく自分を恐れさせようとする人々がいるわけで、今日それはカルトとか洗脳と称して警戒されているが、とても重大な危機感であるのだと言える。
 
 
民数記　20:13
　この出来事は詩篇95:8でも取り上げられ、その引用でヘブル3-4章にもつながっている。そこではモーセたちの罪としてではなく、民の罪として語られている。もし民が、些細な、いつもの愚痴という思いでいたとするならば、それは大きな間違いだ。自らの愚行が誰かを大きな過ちへと引きずり込み、深刻な事態を招くことになる可能性があることを、私たちは皆、自戒しておく必要がある。罪は罪を招き、その被害を増幅させていく。
 
 
民数記　20:14-21
　エドムとの衝突を避けたのは、この民がエサウの子孫、つまりイスラエル民族の祖先であるヤコブの兄の子孫という関係があるからだ。エドムとはこの後も利害関係で対立するけれど、小規模の戦いはともかく、エドムとの関係は共存（親しくではないとしても）というものになっていく。神が示されているあり方は、邪魔だから排除せよ、ではないのだ。カナンの民に対する厳しい対処も、イスラエルにあの土地を与える目的のためではないことを、心しておく必要がある。それはいつの時代においても同様で、人々に祝福を与えるためだからといって他者を押しやるという論理は、決して神の御心から来るものではない。
 
 
民数記　20:22-29
　神の宣告通り、アロンは約束の地を目前にして生涯を終える。とは言え、彼はすでに120歳を越えており、相当の長寿を歩んでのことだ。この死そのものは決して神からの罰ではなく、なすべき役目を終えての凱旋である。もう少しだけ留まって彼の地を見たいという、その部分だけ押しとどめられたのだ。アロンはいろいろと間違いもあり、資質的にも問題を感ずるところは多々あったが、それでも彼が大祭司としてモーセと共に歩み続け、民を励まし続けたことは事実だ。人は様々な欠点を持っているだろうし、しくじりもするだろうが、でも、神にあって歩み続ける生涯を全うすることはできるし、その意義は大きく、賞賛に値するものでもあるのだ。
 
 
民数記　21:1-3
　聖絶に関しては残虐だという論議が見られるが、当時の彼らの観点からの話を述べておきたい。まずこれは神の許しがあって始めてなされるもので、民の感情とか意志で行われるものではない。本来、戦争はかなり感情的、あるいは異常な精神状態でなされるものであり（そうでないと戦いなどできない）、聖絶はとても異質なものだ。それから、戦争には戦利品（奴隷も含めて）という利得が伴うのが通例で、得にもならないことのために生命をかける戦争は、本来あり得ない。でも聖絶は一切の利得を禁じている。当然ながら、自分らにも損害は生ずる。つまり一銭の得にもならないことのために生命を投げ出すのだ。こんな戦いは人類の歴史全体でもほぼあり得ない。それでも戦う必要があったということであり、重たい決断であったことは知っておきたい。ちなみに、聖絶ではない戦いならば残虐さが軽減されるとは言いがたい。通常そこには略奪があり、捕虜は奴隷として売り飛ばすのが古代の戦争であるのだから。
 
 
民数記　21:4-6
　例によっての不満だが、今回は生命に関わる欠乏ではなくて食べ飽きたという部類なので、民が日々に食料を与えられている環境に慣れすぎていたことも背景か。せっかく良いものを与えられても、人はすぐにそれを悪い方向に向けてしまうという現実がある。イザヤ44:13-17は、偶像に仕える人々の姿がいかに愚かであるかを語るものだが、少し見方を変えれば、たきぎにして暖まったり、パンを焼くように、人にとって益をもらたすものを、役にも立たないものに使ってしまう姿への嘆きとも言える。だから、神の下した刑罰も厳しいものだった。
 
 
民数記　21:6-9
　不思議な救済方法だ。大半は、モーセの祈りに応えてそのまま解決であるのだが、ここでは条件が出されている。神の言葉を信じて青銅の蛇を見れば助かる。見なければ死ぬ。見るだけだから難しくはない。でも、その人の決意が問われる。神の約束を信ずるのか、信じられないと言うのか。この境目は重要で、聖書全体の信仰はその点で問われているのだとも言える。ローマ10章には、神の約束は信頼できるのだから、信じて着いていけと、強く勧める言葉もある。
 
 
民数記　21:10-20
　この経路は、イスラエルが衝突を回避したエドムの領地を迂回し、同じように関係の深い民族であるモアブの領土を迂回して（彼らはアブラハムの甥ロトの子孫だ）、モアブの北側からヨルダン川に近づいて、カナンへの侵入を目指した、そういう道筋を示している。40年の時を経て、ついにイスラエルは約束の地へと足を進めている。そして、今回は神の指し示す道筋に沿って歩んでいることが特徴でもある。民は神が守り導いてくださっていることに深い喜びを覚えていたようである。
 
 
民数記　21:21-30
　エドム・モアブは迂回できたが、エモリ人の領土は目的地に至るためには、どうしても通らざるをえなかった。で、正面衝突となった。ただ、創世15:16からすると、この戦いは単なる領土問題だけではないようで、新改訳の欄外注を頼るなら、エモリ人が抱えていた問題はレビ19章からすると、近親相姦とモレク神への信仰（我が子を人身御供にする）であるらしい。これらは神が強く戒めているものであり、人間の存在そのものを破壊しかねない暴挙である。民数記にはそのことは言及されていないが、少なくとも当時の世界において、主なる神に従って生きようとしていたイスラエルにとって、この戦いは避けられないものだったと言えるだろう。
 
 
民数記　21:31-35
　バシャンとの戦いは、彼らがイスラエルを潰そうとして出てきたためである。彼らの領土はずっと北にあり、イスラエルとしては関わらずに通り過ぎることが可能だった。でも、この新興勢力に脅威を感じたのか、バシャン王はあえて出てきている。今回の戦いは、相手から強要されてのものとも言える。様々なタイプの戦いがなされて、奴隷として暮らしていたイスラエル民族が、より責任ある存在へと移行していく様子を見ることができる。むろん戦うことだけが責任の担い方ではない。だが、それも含めてどうするかということを、その結果も合わせつつ考え、決断し、そしてまた遂行することが、この人々には求められていったのだ。あいにく民がその責任を放棄してしまう様子が、士師記の中には慟哭のようにして記録されているのだが。
 
 
民数記　22:1-6
　モアブ王の行動はさほど珍しいものではない。驚異的な相手を恐れて呪術に頼ろうとする人はいくらでもいる。ひっかかるのは彼が頼ったバラムという人物である。彼はイスラエル人ではない。けれども彼は主なる神を知っていたし、関係も持っていたようだ。アブラハムの系譜とは別のところにも神を知る者がいた、ということだ。もっとも彼は呪術的なこともするし、私たちが考えるような意味合いで主を「信じて」いたわけではない。それでもこういう人がいたということは、神をついつい自分たちだけの神にしてしまいやすい私たちの感覚にとっては、大切な刺激であるようにも思う。
 
 
民数記　22:7-14
　聖書はバラムの信仰姿勢を語り伝えていく。その様子は、例えば預言者ヨナの姿を語るのとており、バラムのことを異教者ではなく信仰者として把握していることをうかがわせる。王の死者に対するバラムの第一回目の態度は、まずは健全である。どうすべきか分からないこと（彼はイスラエル人ではない）については態度を保留して神に尋ね、その指示に従って応答する。バラムは王の報酬に興味を持っていたかもしれないが、少なくとも彼は拒否したのであり、神に従う姿を示している。
 
 
民数記　22:15-20
　諦めずに使いを送ってきた王に対して、今度のバラムは少なくとも表面的には正しい態度を取っている。金銀では動かないと言い、主にのみ従うのだとも言う。そして、神が行けとおっしゃったので出かけた。ただ、イスラエルを呪うべきかどうかは、神の心を多少なりとも知るならばすぐに分かることで、ここで改めて御心を問うべきなのか、それはすでに明らかだと拒絶すべきだったかは判断が分かれるところだ。その後の様子を見てもバラムは王の報酬に心を惹かれているようだ。確かに神には逆らえない。けれども、できればうまいこと神にも認めてもらって、イスラエルを呪い、王の贈り物を受け取りたいという思いが透けて見える。これでは神に従っているとは認定されても、神の御心を生きる姿とは言えない。
 
 
民数記　22:21-30
　ロバが話をする、という現象は聖書でも他には見られない。また、動物が人間を守るために行動するという扱いも、である。それらはかなり特殊な事例であって、これを手がかりに動物論を語るのはやめたおいたほうがいいだろう。それはともかく、天使はバラムの行く手をかなり手厳しく遮ろうとしているのに、バラムはそのことに全く気づいていないのだ。むろんそれは、モアブ王の誘いに応じて出かけることには意味がないし（呪ってはいけないことはすでに告げられている）、この場合は神の御心をないがしろにする行為であるからだ。まだ呪ってはいないから、神に逆らって悪事を働いたとまでは言えないが、バラムの行動は確かに間違いであったのだ。
 
 
民数記　22:31-35
　天使の姿が見えるようになって、ようやくバラムは自分の行動が御心に反するものになっていることを悟らされている。このくらいならば大丈夫かな、とか、禁じられてはいない部分をうまく切り抜けて、というような姿勢は、神の前に生きる上では成り立たないのである。神は改めて「行け」と命じているが、その先にあるのは王の招きに応えてやってきたのに王の求めと反対のことをする、という事態であることを、この時点でバラムは気づいていたのだろうか。その緊張させられる事態は、彼自身が招いたものであるのだ。
 
 
民数記　22:36-41
　モアブ王はバラムがようやく重い腰を上げてくれたと思っている。だがバラムは王の期待ではなく、神の指示に基づいて行動する以外の選択はない。この食い違いはバラムの心に重くのしかかっていたはずだ。神に従うことには様々な緊張が伴う場合があるが、異なったものに踏み込む時には、こういうせめぎ合いも覚悟せねばならない。試みに会うことそのものは悪でも罪でもないけれど、それを避けた方が良いと教えられているのは、この厳しさに耐えることはかなり難しいからでもある。人は自分の生命を守るために努力するのだから、心を守るためにももっと気を使うべきだろう。
 
 
民数記　23:1-10
　バラムは改めて神に伺いを立て、何を語るべきか、何を祈るべきか、指示を受けている。この時点で、いまだに呪いを語る可能性を期待していたと考えるか、それともわかってはいたけれども、手順としてきちんと確認してから、というつもりでいたのかは、聖書は明記していない。ただ、モアブ王との関係からも逃げ道を探していたようには思われる。イスラエルを呪えないにしても、当たり障りのない祈り（たとえばモアブの祝福を祈るだけにするとか）で乗り切る可能性を求めていたとしても不思議ではない。でも神は、はっきりとイスラエルを祝福する祈りをするようにと指示され、さすがにバラムもその通りに従っている。彼の信仰姿勢に問題があるとしても、明確に示された神の意図に反抗するつもりはなかったのだろう。
 
 
民数記　23:11-24
　場所を変えれば神の指示も変わるだろうというモアブ王の考えは、神を限定的なものとして考えようとする人間の傾向につながる。ある領域だけに作用する神なら、人間の側で上手に対処すれば都合良く利用することもできる、という感覚だ。もちろん神はそのような方ではないので、神の指示は同じようにイスラエルを祝福するものだった。一部だけが見える、ということに王が言及しているところにも、全体はだめでも部分ならば、という思惑を見ることができるが、神の御心は一貫しており、揺るがないものなのだ。このことは厳しさにもつながるが、頼り求める者からすると、何よりの安心をもたらしてくれる源でもある。
 
 
民数記　23:25-30
　人はあきらめが悪い生き物のようで、もう一度場所を変えればとモアブ王は期待している。イスラエルは神の民だと言われていても、その神を自分の味方にすることもできるのではと考える。確かに人間同士なら、そうやって駆け引きすることもあるのだが。それでも、25節のように祝福も呪いもどちらもしないでほしいと言い出しているので、事態をかえって悪くしてしまったという落胆も見て取れる。しかし神はご自身の考えに基づいて行動されるのだから、モアブ王がどのように要請しようとも、バラムの祈りは続くのである。自分にとって不都合な時には神に引っ込んでいてもらう、というわけにはいかないのだ。
 
 
民数記　24:1-9
　祝福の祈りはさらに深まっているが、バラムはここで初めて、改めて神に尋ねることをしないで祈り始めている。むろん祈りだから神の導きによるものではあるが、彼自身が御心を明確に思い知ったということでもある。神に尋ねることは大事で、それ自体は良いことだ。でも、はっきりしていることを何度も確認し直すのだとしたら、それもまた信仰のあり方としては疑問である。たとえば、「殺してはならない」と示されているのに、「少しくらいなら良いですか」と尋ね続ける姿を思い浮かべてみたら、どれほど愚劣な態度であるかがおわかりになるだろう。むろんこれは、勝手に思いこんで、真の御心を確認しようとしなくなるのとは全く別の話だ。
 
 
民数記　24:10-19
　ついにモアブ王は怒っているが、ここまで来るとバラムもそれに恐れをなすことはせず、神に従うのみと堂々と語っている。バラムは最初から神に忠実だったわけではないけれど、神の確かさを思い知らされたという姿だ。そういう人は、王の怒りに対してでも、しっかりと立ち向かう者になる。ならずにはいられない。私たちが強い信仰を持ちたいと願うならば、それは自分自身を鍛錬することよりも、神に深く結びついていくことを追い求めることのほうが、ずっと意味があるようだ。バラムはイスラエルではなくモアブ自身の行く末についても神の御心を示している。主はイスラエルの神だけではなく、全地の神であるのだ。人は神を利用できると考えるが、これほど愚かなことはない。
 
 
民数記　23:20-25
　イスラエル自体のことではないのにずいぶん長い記述がバラムの事件に費やされている。神の支配は全世界に及んでいることを指し示すためのものだ。これからカナンに入っていこうとするイスラエルのためには大事な鍵となっていると言えるだろう。バラムは他の諸民族についても神の言葉を語り、神が全体を御手の中に置いていることを指し示している。モアブ王は一連の事態に憤っているが、バラムのこれまでの評判に加え、ここに示された神の強さに圧倒されて、バラムには何の手出しもせずに単に別れただけだったことも注目に値する。
 
 
民数記　25:1-5
　31:16によれば、この出来事の背後にはバラムがいたようだ。呪うことができないならば、この民を神から引き離してしまえばよいのだと画策したのだろうか。異教の民との結婚が厳しく扱われているのは、イスラエルの民が相手に引っ張り込まれて偶像礼拝に陥ってしまうからだ。ルツのように共に主なる神を拝するようになるのであれば、民族の違いは何の障害にもならない。純血の問題ではないからだ。だからこれは本来、イスラエル自身の課題であり、責任でもある。後にソロモンも妻たちに影響されて過ちに陥った。人は弱いのだ。だからこそ神に頼り求め、神に祈り続け、神の助けを受け続けていくことがどうしても欠かせない。
 
 
民数記　25:6-9
　民がみんなでこの事態に悔いていた、まさにそのときに、何の反省もなくミデヤン人の相手を連れて宿営を歩いている者がいた、ということだ。テントの奥の部屋、であるから、そういう行為にふけろうとしていたということでもある。ピネハスの行動は現代的には過激に見えるが、罪への処罰に死刑が多くあった時代、事を正し、民全体としての悔い改めをはっきりさせるために、少なくとも当時の人々にとってこの行動は、筋の通ったものであった。それまで民はごまかし続けていたのだから。神罰の内容は明示されていない。欄外注ではコラの事件で人々が地割れした地中に飲み込まれる様が示されているが、おそらく病気の類ではないかと推察できる。24000人が男性のみの数ならば、人口の3%にもなる膨大な人々を失ったことになる。民は事態の厳しさを痛感しただろう。
 
 
民数記　25:10-18
　祭司家系の嫡男となるピネハスは賞賛されたが、シメオン部族のリーダーとなるはずの者は罰を受けた。神の扱いは例外はないのだ。以前は祭司家の息子たちが罰を受けていた。一方、この記述によれば、25章冒頭のモアブの件も、ミデヤンの件も、その背後にミデヤン人の謀略があったようである。それだけに神の命ずる対処も強い。放置していればイスラエル全体が崩壊してしまうからだ（ミデヤンはそれを意図している）。イエスは弟子たちに、蛇のようにさとくあれ、と教えられたが、誘惑という悪の攻撃をちゃんと見極めて、警戒して対処することについては、いつの時代にもしっかりと向き合っておくべきものではある。
 
 
民数記　26:1-51
　今回の人口調査は、52節からにあるように、目的地に到着してから相続地を分ける際のためである。それぞれの部族がどのくらいの規模かを把握していないと、公平な割り当てができない。ただ興味深く思うのは、民数記1章にある人口調査との比較だ。各部族の増減にはかなりの幅があるのと同時に、総数および少なからずの部族が減っていることに注目させられる。戦争や飢饉、伝染病でもない限りは人口は増えるもの、というのが一般的だが、このイスラエル民族の様子を見ると、荒野での40年はとても過酷だったということがよく分かる。神は荒野でも守り支えてくださってはいる。だが、もともと祝福は約束の地においてである。それを強く慕い求め、ますますの祝福をと祈り願うのは、神の前に生きる者としては望ましい姿だろう。そこそこで満足するのではなく、だ。思い浮かんだのは、食事に招待されて、これから美味しいご馳走が山盛りというのに、食前の駄菓子ばかりに気を取られて満腹してしまう光景。それはあまりにも愚かだ。私たちは神の幸いをちゃんと受け取っているのだろうか、と思う。
 
民数記　26:11
　神に逆らい、滅んでいったコラであるが、その子孫は共に滅びなかったと書いてある。それはつまり子どもたちの中に、父コラと行動を共にせず、神のもとに留まった人々がいたという意味だろう。一蓮托生とか、集団責任みたいな言い方がなされるけれど、神はそれぞれの人を見ている。残念ながら、人はしばしばその一族と同じ道を辿るのだが、そうではない場合もある、ということであり、結果、コラの子孫は大切な役割を果たしていくことになる。詩篇には、神殿の歌い手となっているこの一族が、おそらく曲をつけたのだろう、そういうものがいくつも残っているのだ。
 
 
民数記　26:52-56
　人口調査にも見られるように、イスラエルは部族ごとの枠組みを重視している。その観点で言えば、割り当て地についても十二等分すべきという論が出ることもありえただろう。けれど神の指示は、それぞれの人数次第であるということで、個々人として考えれば最も妥当な定めだ。さもなければ大部族ほど個々人の所有地が小さくなってしまう。部族の自主性は認めつつも、民一人一人としても見る。神の配慮がどれほど深いのかを知り得るだろう。なお、実際の割り当てに際しては、地図で見ると、単なる広さではなく、土地の肥沃さも考慮して決められた模様だ。丁寧な取り扱いこそ、真の公平性と安定、何よりも神の祝福にはふさわしい。
 
 
民数記　26:57-65
　レビ族は別扱いされている。祭司一族もである。彼らは単なる割り当て地ではなく、神ご自身を自らの土台として生きていくことが定められていた。その方が意義がある、ということを悟るのにはどうしても時間がかかるだろうが。
　そして、この人口調査には、あの40年前の人々は誰もいなかった。神の定められたとおりになっている。むろん、ヨシュアとカレブは別である。その際だった違いもまた、神の指示が確かであった印である。
 
 
民数記　27:1-11
　人類の歴史の大半において、相続は男性のみが対象とされてきた。古代イスラエルも同様だったが、この娘たちが異議を申し立てたのだ。もっとも彼女たちの論は、男女同権の話ではなくてむしろ、一族の相続地が失われることへの疑問である。そして、提示された答えもこの観点で彼女たちの訴えを認めるというものである。だからこの箇所を同県論の根拠にするのは読み込みすぎだ。とは言え、聖書全体からすれば、もっと力強く、人は性別に関わらず、同じように価値ある存在であることは指し示されていることも忘れないで欲しい。
 
 
民数記　27:2,5
　勇気が必要だったと思うが、このようにして彼女たちが公に訴えることができたという状況、そしてまたモーセがそれをちゃんと神の前に差し出したという点が、当時のイスラエルが持っていた良き資質を表していると思う。人の社会である限り様々な課題は生ずる。問われるべきは、その際にどう対処し得るかだ。放置するのか、抑えつけるのか、それともちゃんと受け止めて、御心を求めるのか。訴えのすべてに同意する必要はない。間違った主張もあるだろう。でも、頭ごなしに否定するのは、神の望まれることではないと、この出来事は示してくれている。
 
 
民数記　27:12-23
　いよいよモーセの代替わりが具体化する。ヨシュアが後継者として正式に任じられるのだ。それはモーセの使命が終わることを示すものでもある。約束の地までは率いていけないのは、モーセの失敗によるものだ。だからこの継承はモーセにとって心の痛いことではあっただろう。それでも、次の世代に譲り渡せたということは、自分の果たしてきたことが価値ありと認められたことでもある。自戒と、そして喜びと、両面において、ちゃんと継承することには大事な意義があるのだ。
 
 
民数記　27:21
　ヨシュアはイスラエルの指導者になった。ただし彼はモーセとは違う。モーセは民を代表して神の前に立ったが、今度はその役目は大祭司に託される。ヨシュアは民と共に、またその代表として、大祭司の前に立つのだ。この分業ということもまた、モーセの特別さを語り、また、神がイスラエルに安定した態勢を与えようとしていることを告げるものとなっている。後にサムエルは再び両方の役割を果たすが、それも混乱期であったためで、王が立てられていって、国は安定性を増していく。神がこういう仕組みを用いていることは、社会における権力機構と宗教性との関係を考える上で、参考にすべきことだと思う。
 
 
民数記　28:1-31
　28-29章は穀物の捧げ物についての細かい規定が記されている。捧げ物に関する教えは、すでにシナイ山で告げられているが、約束の地を目前にして、いよいよ農作物との関わりが始まろうとしている時期であったからこそ、この穀物に関する事柄が改めて語り直されたのだろう。それにシナイ山は40年近く前である。確かめ直す必要性は大きい。現代の私たちが聖書を読み進める上ではやっかいな箇所だが、こうやって語っていただいている意義は、しっかりと受け止めておきたい。
 
 
民数記　29:1-40
　穀物の捧げ物に関する教えの続きだ。それにしても、こうやって事細かに告げられる必要性があったのは、民が迷いやすいことを神がご存じであったからだろう。神は何も人々の一挙手一投足を縛りたいのではない。基本的なことをしっかり守っていれば、具体的な行動には幅があっても何も差し支えはない。だが、そういう幅を抜け穴のようにして、あるいはいい加減さを誘発させて、人々は最も大事なことをも見失っていく。ヘブル6:1-にある嘆きを、私たちはいつ乗り越えていけるのだろうか。
 
 
民数記　30:1-16
　神の前に立てる誓願は、神との関わりだからこそ、決していい加減にしてはいけない。イエスご自身は、人の限界を念頭に置いて、むしろ誓うな、と教えられたが、その趣旨は同じだ。そしてここで女性の誓いについて制限が加えられているのは、何も女性蔑視の意図ではなくて、当時の社会では女性が自由にできることが限られていたので、神への誓願をしても本人の意志に反して破らざるを得なくなってしまうことがあるからだ。それで、彼女たちを保護する意図でこういう規定になっている。ハンナが息子を捧げます、と誓願を立てたことも、夫の了承があってこそ実行に移され得たに違いない。
 
 
民数記　31:1-4
　後顧の憂い、という言葉があるが、神はモーセに最後の役割としてミデヤン問題に決着をつけるようにと指示を出されている。この民族はイシュマエルの子孫とされているように、イスラエルとは古くからのつきあいがある相手だが、何かというと付け入ろうとする節があり、油断がならなかった。それも、イスラエルの民を惑わし、神との関係を壊させることによって自分たちの利益を手にしようとするものであったので、このような厳しい宣告ともなっている。イエスが「この小さい者たちをつまずかせるような者は、首に石臼をくくりつけて湖に沈めてしまえ」と語られた激しさを思い起こす。とは言え、惑わされてしまう責任はイスラエル自身のものでもあるから、事の決着は自らの手で果たさねばならないことになった。
 
 
民数記　31:5-12
　こういう戦いの記述は、現代の私たちには違和感があり、おぞましくも感じられる。だが、これが人間世界の現実であったことを踏まえて読まないと、そこに示されている神の意図を見失ってしまうだろう。それと共に、だからこそ今の世界で私たちは、戦うことではない手段によって対立の解決を図ることに、必死で取り組むべきでもあるのだ。なお、すべてと書かれているけれど、この時点でミデヤン人が絶滅したわけではないので、直面するミデヤン部隊、あるいは身近な町々を完全撃破したという意味合いと受け止めるべきだろう。これは誇張ではなくて、まさに彼らの実感でもあったのだ。
 
 
民数記　31:13-20
　戦いには勝ったけれど、イスラエル軍はモーセに厳しく叱責された。当時の習慣として女性を捕虜にしていたのだが、それは支配しているつもりが、結局は信仰的に影響され、骨抜きにされてしまうという危機感に欠けたものだったからだ。相手にはそんな策略はなかったとしても、人の心はあまりにも弱いのだ。モーセの怒りは、その弱さを考えもせずに我が身を危険にさらしている民への心配の現れでもある。なお、申命記21:10-にある捕虜との結婚に関する規定を見ると、神の意図が単に異民族を排除するということではなく、神の前に誰が霊的主導権を持つのか、という点に向けられているものであることが分かってくるだろう。
 
 
民数記　31:21-24
　戦いに関する掟がこの機会にいくつも示されている。今回の戦いは神の命によるもので、民はそれに従って奮戦したのであるが、それでもなお、戦いから戻った者たちに対して、我が身を清めよ、との命令が出ている。そのままではきよくない、つまり神にふさわしくない、のだ。あなたがさせたのではありませんか、と文句を言いたくなる人もあったかもしれない。でもこのような指示を見ると、戦い、殺し合うことそのものは決して神の喜ばれることではなく、どうにも他に手段がないがゆえの打開策であることが見えてくる。ダビデも、神のために戦い続けたのに、それゆえに神殿を建てるにはふさわしくないと、神から告げられている。むろん、だから捨てられてしまうのではなく、ちゃんと回復の道筋は整えられているのだが。
 
 
民数記　31:25-47
　分捕りものは、戦いに出た者も、残った者も、等しく分けるようにとの命令である。命をかけて戦ったのだからそれに応じた実入りがあって当然、というほうが一般的感覚だろうが、神は違うと語られる。それはこの戦いが民自身の力ではなく、あくまでも神に助けによってなされているからだ。そしてむろんイスラエルの場合（つまりは神にあって生きる者は）、神の助けのない戦いをしてはならないのであるが。後にダビデは、この教えに基づいて部下たちを指導している（第一サムエル30:21-）。
 
 
民数記　31:48-54
　こちらは自主的なものだ。誰一人欠けることなく帰還できたというのは、滅多にあり得ない幸いである。戦いとは犠牲を伴うものなのだから。それゆえ、犠牲を払わずに済んだことに対して、そのままで終わらせることに気が引けて、彼らは自ら犠牲を、といってもあくまでも物品だが、でも、自分たちの取り分からのささげものを申し出たのだ。戦いではなくても、犠牲を払ってこその事柄は多々ある。神の守りに感謝を申し上げるだけでなく、自分もまた犠牲を担うという感覚は意味があると思う。必ずしも神への捧げ物ではなくても、世の中の困っている人のために犠牲を払うなども含めて。
 
 
民数記　32:1-15
　この時イスラエルの民がいたのはヨルダン川東岸である。もともとの約束の地は西岸方面だ。でもルベン部族らは、東岸に領地が欲しいと言い出した。この申し出そのものは、悪い話ではない。領地をもっと広くできるので他部族にも好都合だし、東岸に部族がいればその方面からの異民族の襲撃にも対応できる。ただモーセは、彼らが逃げを図り、自分たちだけ良い思いをしようとした、と受け止めたようである。その後の申し出からすると、これは誤解だったのかもしれないが、13-14章の事件を覚えているモーセが強い危機感を募らせたのも無理はない。でも、もし誤解なら、ちゃんと説明すれば済むことだ。彼らはそうしているので事なきを得た。
 
 
民数記　32:16-27
　ルベン族たちは、イスラエル全体と共に戦い続ける覚悟であると表明した。領地は西岸に、でも苦労は共にする。人それぞれ居心地の良さは違うし、事情も様々だから、自分のために何が必要かという求めは異なっているとしても不思議ではない。だが、苦労は共に、そして他の人々が幸いを得るために犠牲を担いあっていこうとする。この決意、覚悟があればこそ、多様さが生かされていく。自分の求めだけを主張し、追求し続けるからこそ混迷は生ずる。隣人を愛せ、であるのだ。
 
 
民数記　32:28-32
　モーセはまもなくその人を離れることになっていたから、ちゃんと次の指導者たちにこの件を受け継いでいく必要があった。責任感は大事だけれど、それは自分一人で抱え込むということではない。何をどのように、誰と共に関わっていくべきなのか。モーセのような重い責任ではなくても、人は誰でもこの点をよく考えておくことは必要だ。そうすれば誠実に事に望み、そして共に労する仲間たちを得られるだろう。
 
 
民数記　32:33-42
　それまでやっていたお店を、中の設備も一緒に受け継いでいくことを居抜きと呼ぶらしいが、彼らの場合はそうはいかない。東岸の地域を整備し、敵からの防御を整えるにはそれなりの苦労が伴う。彼らは楽をしたかったわけではない。幸いにも、この東岸・西岸の違いは後々のイスラエルにとってさほど重大な対立にはならなかった。心してちゃんと取り組んでいけば、あのうなじの固いイスラエルであっても、平穏をもたらすことは可能なのだ。
 
 
民数記　33:1-39
　イスラエルの40年にわたる旅程を振り返る記述だ。具体的なことはほとんど出てこないが、民にとってはそれぞれの地名が思い出を呼び覚ましたに違いない。いろいろあった。それでもこうして今、自分たちは約束の地を間近にしてここにいる。この意義をきちんと心に刻むことは、確かな歩みをしていくために大事な礎になるのだ。過去を振り返るのを否定的に見ることも多いけれど、過去も未来も永遠に支配されている方が私たちの神であるならば、通ってきた道もまたその恵みの印。喜びも感謝も、そしてまた悔い改めも、次に進むための大事な構成要素となるのだ。
 
 
民数記　33:40-49
　この部分は、民にとってごく最近の話だ。39節までが過去を振り返るものなら、この部分は今自分たちが何をしているのかを語るものに当たる。かつて神はアダムたちに、「あなたはどこにいるのか」と呼びかけられた。自分の居場所、そして今何をしているのか、どう生きているのか、あわただしいほどに私たちは漫然と流されていく傾向があるのであって、さもなければのんびりとうたた寝しすぎるのかもしれず。よく生きるためには、自分の立ち位置をしっかりと見定めていくことがどうしても欠かせない。
 
 
民数記　33:50-56
　これを、暴力的強奪を奨励するもののように受け止めるならば大きな間違いだ。約束の地は、神を信頼して歩んでいくならば、イスラエル自身に力がなくてもちゃんと与えられる。注目されているのは、その地にある異教の神々、その信仰である。イスラエルは奴隷生活の後、荒野を放浪していたから、文化的な資質はまだ十分とは言えない。それに比べたら神々ははるかに華やかで、高い文明を感じさせるものだったろう。でもそこで惑わされ、引き込まれてはならないというのが、神からの厳しいお達しである。本来イスラエルは、世界に対して主と共に生きる幸いを提示していくべき役割を担っているのだから、逆に転がり落ちてはならないのだ。
 
 
民数記　34:1-15
　イスラエルの領土が明示されている。かつてアブラハムは、ここをすべて与えるという神の約束は受け取ったけれど、実際に所有したのは墓に用いた土地だけであった。エジプトでは寄留者であり、そして放浪の身の上を経て、ついにという感がある。ただ、イスラエルが実際にこれだけの領域を支配したのはダビデ・ソロモンの繁栄期のみであり、後には分裂もあり、そしてアッシリア・バビロンに滅ぼされてもしまう。神がせっかく良きものを用意してくださっても、人はそれを受け取り損ね、あるいは自ら投げ捨ててしまうことが少なくない。豊かな祝福の約束・宣言を目の前にする時こそ、自戒したいものだ。
 
 
民数記　34:16-29
　各部族の指導者が定められている。この日、初めて指名されたのではなく、すでに部族の長であった人々が確認されたのだと思われる。モーセという民族全体を始動する特別な存在がいなくなるので、部族ごとにしっかりとした責任を持たせようという意図だろう。士師記に入ると、カナン支配への動きも部族ごとに進められている様子が出てくる。本来は、こうやってそれぞれの自主性・主体性を大事にしつつ、かつ、皆が共に神の前に歩むのが筋であり、最適でもある。しかし残念ながら、人はこうして委ねられていくとすぐに我を中心とした歩みになりがちで、イスラエルも混乱に進んでしまう。それでも神は、危ないからやめておこうではなく、より良い理想形態の実現をどこまでも忍耐強く求め続けてくださっているのは、何ともありがたい。
 
 
民数記　35:1-8
　レビ族はまとまった相続地を割り当てられなかった。彼らには民全体の礼拝を支える役目が託されていたからで、諸部族の間にまんべんなく広がっている必要があったのだ。レビ族もまた、それぞれに農耕はしているのであって、祭司とのように専念しているわけではないが、彼らはまさに民に仕える者であったことになる。ただ、レビ族がこういう形の相続地になったのは、役目からの必要だけではない。かつて金の子牛事件の時、レビ族は同胞を鎮めるために剣を振るった。御心にかなう必要なことではあったが、同族に手をかけたということで他部族との間にはすっきりしないものがあったのだ。かつて神はアロンに、祭司一族は相続地を持たず、神ご自身がそのかわりとなると約束されたが（民数18:20）、レビ族に対しても守り支えるという約束をしてくださっている。
 
 
民数記　35:9-28
　逃れの町と呼ばれる制度が定められている。これは故意ではなく人の命を奪ってしまった者について、指定された町に逃げ込めば、報復を願う被害者親族の手から守られるというものだ。いのちにはいのちを、という原則があったので、故意の殺人ではなくても遺族は報復の権利を有するのが当時の常だった。でも、意図してのものかどうかの違いは大きいわけで、だから神はこのような特殊な方式を設けられたのである。正義の神と呼ばれる方であるのだ。この町は全部で６つ、イスラエル全体に均等に設置されることになっていた。
 
 
民数記　35:24-25
　逃れの町が効果を発揮するためには、その町の住民が加害者と遺族との間に立ち、遺族の怒りと悲しみ、苦悩を受け止めてあげることが必要だ。神はここで遺族側に対して、「故意ではないから我慢しろ」とは言わず、町の人々がその重みを代わりに受け止めよ、と告げている。神の前に生きることは、決して自分一人の頑張り、意志の力で達成できるものではなく、周りの人々に支えられてこそである。この規定の精神が今日の社会にも実現するならば、様々な悲劇と痛みがどれほど軽減されるだろうかと思う。なお、容易な役目ではないからこそ、これらの町はすべてレビ人の町とされている。神の期待はとても大きいのだ。
 
 
民数記　35:26-28
　加害者は無条件で保護されるのではない。その町から出ることはできない。もし、この規定に背いて外出するならば、報復されても仕方がないとされている。故意ではなくても、死に至らしめた罪は重いのだ。大祭司交代の時には恩赦のようなことになるけれど、はたして自分の寿命とどちらが先か。辛抱する年月は様々であっていわゆる公平の問題としては扱われていない。すべてを主に委ねるのだ。御手にある者として、あるいはその町で寿命を迎え、あるいは早い時期にふるさとに帰れる。復讐してはいけない、という教えを神が語られるのも、神にまかせよ、という理由のゆえである。
 
 
民数記　35:29-34
　贖い金で対応を変えてはならないと命じられている。罰すべきものは罰するのであり、そしてまた、逃れの町で守るべき者は、しっかりと守り抜くのである。贖い金という言い方は聞こえが良いけれど、つまりは賄賂を渡し、裏から手を回して、自分に有利に事を運ぼうとするということである。せっかく逃れの町に入った者を、金を渡して町の外に出させて復讐する。結局そこには正義も何もなくなってしまい、ただこの世的な力の有無によって物事が動かされるだけのことになってしまう。神は正義の方であり、人々を公平に扱われる方であるからこそ、このような行動に対しては強く、厳しく「否」と言われる。
 
 
民数記　36:1-9
　この話は民数記27章に出てきた事柄と関係している。27章では、男女の区別なく、その氏族・家族にちゃんと相続地を残すべきだという決定が下っていた。それに対して、相続した娘たちが他の部族の人の結婚した場合に、その相続地が他部族に移ってしまうことに、異議が出されたのである。そして結論は再び、同じ趣旨で、相続地はあくまでもその部族に留められるべきことが指示されている。これらの箇所の意図は、単なる男女同権の話ではなくて、神が割り当てられたものは、その人々にこそ留まるべきという論である。このような基本線が明確にされていったのは重要なことであるし、人々がこのような感覚に関心を持ち、真剣に問うていたことは、この時代のイスラエルの姿勢がそれなりにまっとうなものであったことを示す光景と言える。
 
 
民数記　36:10-13
　話としては、昨日のことと同じであるのだが、もしこれらの相続地が、その人自身に帰属するものだったら、結婚に伴い他部族に移行するのも当然となるわけだが、イスラエルの相続地はもともと神に属するものであり、神から託されているもの。その理念があるからこそヨベルの年も成り立つわけで、ここを崩してしまうならば、神の前に行かされていくイスラエルという姿が失われていきかねない。後のイスラエルは、このような姿勢をどんどん失い、それぞれの力次第というふうになっていく。神の民としての姿勢が失われていってしまったのは、単に偶像礼拝の類だけではなく、経済面や家族制度も含めて、その全体において、神の前に行かされているとの理解を基盤としたものであり続けるかどうかが、鍵となっていくのだ。
 
 

※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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